
一
頁

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
保
存
事
業
と
活
用

宝
物
館
館
長

新

光

晴

巻 頭 言

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
重
要
文
化
財
「
専
修
寺
聖
教
」
の
修
理
事
業
は
、
「
令
和
元
年
」
に
十
一
年

目
の
修
理
に
入
り
ま
す
。
「
専
修
寺
聖
教
」
は
、
善
導
大
師
・
法
然
・
親
鸞
聖
人
が
撰
述
さ
れ
た
典
籍
の
、
聖
人
自

筆
本
と
真
慧
上
人
の
こ
ろ
ま
で
に
筆
録
さ
れ
た
門
弟
た
ち
の
書
写
本
や
木
版
本
の
総
称
で
、
冊
子
体
の
聖
教
五
十
八

点
の
う
ち
、
昨
年
度
ま
で
に
三
十
六
点
の
修
理
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年
度
に

は
、
国
宝
本
『
西
方
指
南
抄
』
の
緊
急
解
体
修
理
も
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
裏
表
紙
の
中
か
ら
親
鸞
聖
人

自
筆
の
外
題
と
袖
書
部
分
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
が
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
「
地
域
活
性
化
の
た
め
の
特
色
あ
る
文
化
財
調
査
・

一一



二
頁

活
用
事
業
」
と
し
て
、
修
理
後
の
文
化
財
公
開
や
講
演
な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
活

用
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
三
重
県
が
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
継
続
実
施
さ
れ
て
い
て
、
専
修
寺
に
お
い
て
も

修
復
文
化
財
関
連
の
講
演
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
第
六
回
目
の
講
演
会
で
、
九
月
二
十
八
日
（
土

曜
日
）
の
午
後
一
時
か
ら
講
演
会
（
１
時
間
半
）
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
先
に
述
べ
た
文
化
庁
の
方
針
も
あ
っ

て
、
多
く
の
人
々
の
聴
講
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
講
演
の
内
容
は
平
成
三
十
年
度
に
修
理
が
完
了
し
た
安
居
院

あ

ぐ

い

聖
覚

『

唯
信
抄

』
（
顕
智
上
人
書
写
本
、
聖
覚
は
親
鸞
聖
人
が
法
然
門
下
時
代
の
先
学
で
説
法
の
達
人
）
に
つ

せ
い
か
く

ゆ
い
し
ん
し
よ
う

い
て
の
お
話
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
専
修
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
津
市
一
身
田
町
の
各
自
治
会
へ

の
回
覧
等
を
行
い
、
地
元
小
中
学
校
、
高
校
、
短
期
大
学
に
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
う
な
ど
、
地
域
内
文
化
財
の
知
識

を
深
め
る
た
め
、
地
元
の
住
民
を
は
じ
め
と
し
て
児
童
、
生
徒
、
学
生
な
ど
に
も
周
知
を
行
う
予
定
で
す
。

巻 頭 言

二二



三
頁

宗

達

宗

達

第
一
一
二
七
号

真
宗
高
田
派
宗
制
七
十
九
条
第
二
項
に
よ
り
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
第
百
六
十
六
宗
議
会
を
召
集
せ
ら
る

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印任

免

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

真
宗
高
田
派
専
修
寺
横
浜
別
院
乗
願
寺
承
事
を
命
ず
る

永
福
寺
衆
徒

五
十
嵐
一
樹

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

第
百
六
十
六
宗
議
会
宗
務
委
員
を
命
ず
る

監
正
局
長

佐
藤

唯
信

高
田
学
苑
長

髙
臣

亮
雄

高
田
保
育
園
園
長

栗
眞

惠
光

高
田
幼
稚
園
園
長

佐
藤

弘
道

光
寿
園
園
長

藤
井

智
雄

慈
光
院
院
長

高
林

光
暁

高
田
会
館
支
配
人

磯
谷

優

第
百
六
十
六
宗
議
会
説
明
委
員
を
命
ず
る

庶
務
課
長

多
賀

孝
顕

教
学
課
長

栗
廼

隆
興

三三



四
頁

財
務
課
長

本
堂

千
晃

共
済
会
事
務
局

梅
林

清
香

顧
問
会
計
士

山
中

利
之

第
百
六
十
六
宗
議
会
書
記
を
命
ず
る

録

事

村
上

英
俊

録
事
心
得

塩
崎

慶
脩

組
長
交
代

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

愛
知
第
八
組
組
長

都
築

真
海

依
請
解
其
職

栃
木
組
組
長

柳

貴
宗

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

愛
知
第
八
組
組
長
を
命
ず
る

浄
光
寺
住
職

黒
田

廣
顕

栃
木
組
組
長
を
命
ず
る

浄
琳
寺
住
職

薗
田

晃
利

住
職
拝
命

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
加
戸

常
楽
寺
衆
徒

伊
藤

雅
念

補

常
楽
寺
住
職
・
任

常
楽
寺
代
表
役
員

依
請
解
其
職

常
楽
寺
住
職
・
常
楽
寺
代
表
役
員

伊
藤

泰
臣

三
重
県
津
市
香
良
洲
町

西
方
寺
衆
徒

押
小
路
蓮
優

補

西
方
寺
住
職
・
任

西
方
寺
代
表
役
員

依
請
解
其
職

西
方
寺
住
職
・
西
方
寺
代
表
役
員

押
小
路
蓮
円

三
重
県
津
市
白
山
町
佐
田

常
照
寺
衆
徒

藤
髙

法
照

補

常
照
寺
住
職
・
任

常
照
寺
代
表
役
員

依
請
解
其
職

常
照
寺
住
職
・
常
照
寺
代
表
役
員

藤
髙

静
照

三
重
県
津
市
高
野
尾
町

豊
久
寺
衆
徒

熊
谷

深
信

補

豊
久
寺
住
職
・
任

豊
久
寺
代
表
役
員

依
請
解
其
職

豊
久
寺
住
職
・
豊
久
寺
代
表
役
員

懸

妙
豊

四四



五
頁

住
職
代
務
者

平
成
三
十
一
年
三
月
四
日

三
重
県
津
市
美
里
町
北
長
野

龍
光
寺
住
職

米
増

龍
雲

三
重
県
津
市
美
里
町
北
長
野

補

常
照
寺
住
職
代
務
者
・
任

常
照
寺
代
表
役
員
代
務
者

得

度

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日

三
重
県
津
市
上
浜
町

至
遵
院

智
英

准
上
座
格
三
等

深
正
寺
衆
徒

春
日
部
智
輝

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
明
星

瑞
光
院

希
教

院
家
首
席
二
等

轉
輪
寺
衆
徒

明
星

希
教

三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
中

澄
恵
院

妙
慧

老
分
一
等

見
潮
寺
衆
徒

西
居

恵
子

三
重
県
津
市
久
居
一
色
町

英
眞
院

顯
大

老
分
一
等

浄
見
寺
衆
徒

醫
山

顕
大

三
重
県
鈴
鹿
市
国
分
町

正
覚
院

博
道

中
老
二
等

光
福
寺
衆
徒

川
口

貴
博

三
重
県
鈴
鹿
市
国
分
町

正
法
院

妙
和

中
老
二
等

光
福
寺
衆
徒

川
口

和
代

福
井
県
福
井
市
鮎
川
町

月
光
院

隆
泉

大
衆
分

願
生
寺
衆
徒

出
見

隆
晟

愛
知
県
稲
沢
市
千
代
町
社
宮
地

和
敬
院

崇
恵

大
衆
分

崇
願
寺
衆
徒

大
澤

崇
人

五五



六
頁

身
分
堂
班

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

列

其
身
一
代
堂
班

准
上
座
格
二
等
、
准
上
座
格
一
等

准
上
座
三
等立

法
寺
衆
徒

岡

妙
重

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日

列

其
身
一
代
堂
班

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

常
照
寺
住
職

藤
髙

法
照

還

俗

平
成
三
十
一
年
二
月
十
二
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
南
区
笹
下

成
就
院
衆
徒

浦
上

哲
也

神
奈
川
県
横
浜
市
港
南
区
笹
下

成
就
院
衆
徒

浦
上

智
子

布
教
任
命

讃
佛
会
復
演

三
・
二
一

日
中

中

僧

都

真
置

和
徳

讃
佛
会

三
・
一
八

晨
朝

権
中
僧
都

田
中

明
誠

日
中

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

三
・
一
九

晨
朝

少

僧

都

長
谷
部
行
雄

日
中

権
中
僧
都

中
村

宜
成

三
・
二
〇

晨
朝

少

僧

都

山
中

真
諭

日
中

権
大
僧
都

真
昌

智
海

三
・
二
一

晨
朝

権
大
僧
都

東
雲

正
乗

三
・
二
二

晨
朝

律

師

水
沼

碧
水

日
中

少

僧

都

花
山

光
瑞

三
・
二
三

晨
朝

律

師

隆

妙


日
中

律

師

若
林

妙
百

三
・
二
四

晨
朝

少

僧

都

千
草

篤
昭

日
中

権
少
僧
都

真
置

信
海

六六



七
頁

三
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

三
・
一

権
中
僧
都

安
藤

章
仁

三
・
二

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

三
・
三

大

僧

都

上
田

隆
順

三
・
四

権
中
僧
都

藤
田

正
知

三
・
五

権
中
僧
都

田
中

明
誠

三
・
六

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

三
・
七

大

律

師

久
世

宜
範

三
・
八

中

僧

都

青
木

義
成

三
・
九

権
中
僧
都

生
桑

崇
等

三
・
一
〇

大

僧

都

上
田

隆
順

三
・
一
一

権
中
僧
都

中
村

宜
成

三
・
一
二

少

僧

都

山
中

真
諭

三
・
一
三

権
中
僧
都

梅
林

清
香

三
・
一
四

少

僧

都

岡

知
道

三
・
一
五

中

僧

都

佐
藤

弘
道

三
・
一
六

律

師

北
畠

心
淳

三
・
一
七

中

僧

都

青
木

義
成

三
・
二
五
、
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

三
・
二
七

律

師

古
芝

智
泉

三
・
二
八

少

僧

都

上
田

英
典

三
・
二
九

権
中
僧
都

戸
田

惠
信

三
・
三
〇

律

師

田
中

唯
聴

三
・
三
一

律

師

隆

妙


三
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

三
・
七

逮
夜

権
少
僧
都

高
藤

英
光

三
・
八

日
中

権
少
僧
都

高
藤

英
光

三
・
九

逮
夜

大

律

師

北
畠

大
道

三
・
一
〇

日
中

権
少
僧
都

佐
々
木
善
徳

三
・
一
五

逮
夜

権
少
僧
都

真
置

信
海

三
・
一
六

日
中

大

律

師

北
畠

大
道

千
部
法
会
（
日
中
）

四
・
六

権
大
僧
都

真
昌

智
海

四
・
七

少

僧

都

花
山

光
瑞

四
・
八

権
少
僧
都

真
置

信
海

十
萬
人
講
法
会
（
日
中
）

四
・
九

律

師

隆

妙


四
・
一
〇

権
中
僧
都

松
山

智
道

戦
没
者
追
弔
法
会
（
日
中
）

四
・
一
一

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

七七



八
頁

四
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

四
・
一

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

四
・
二

権
中
僧
都

安
藤

章
仁

四
・
三

少

僧

都

岡

知
道

四
・
四
、
五

権
中
僧
都

田
中

明
誠

四
・
六

大

律

師

北
畠

大
道

四
・
七

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

四
・
八

権
中
僧
都

藤
田

正
知

四
・
九

権
中
僧
都

中
村

宜
成

四
・
一
〇

少

僧

都

山
中

真
諭

四
・
一
一

大

律

師

北
畠

大
道

四
・
一
二
、
一
三

大

僧

都

上
田

隆
順

四
・
一
四

少

僧

都

藤
澤

真
樹

四
・
一
五

律

師

隆

妙


四
・
一
六

少

僧

都

山
中

真
諭

四
・
一
七

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

四
・
一
八

権
中
僧
都

中
村

宜
成

四
・
一
九

権
少
僧
都

真
置

信
海

四
・
二
〇

律

師

田
中

唯
聴

四
・
二
一

権
中
僧
都

戸
田

惠
信

四
・
二
二

権
少
僧
都

真
置

信
海

四
・
二
三

中

僧

都

佐
藤

弘
道

四
・
二
四

律

師

水
沼

碧
水

四
・
二
五
、
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

四
・
二
七

律

師

山
中

久
行

四
・
二
八

律

師

若
林

妙
百

四
・
二
九

少

僧

都

上
田

英
典

四
・
三
〇

律

師

北
畠

心
淳

四
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

四
・
一
五

逮
夜

権
少
僧
都

高
藤

英
光

四
・
一
六

日
中

権
少
僧
都

高
藤

英
光

高
田
慈
光
院

月
例
法
会

三
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

権
大
僧
都

藤
山

真
哉

四
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

少

僧

都

山
中

真
諭

高
田
報
徳
園

月
例
法
会

三
・
一
五

権
中
僧
都

田
中

明
誠

四
・
一
五

律

師

隆

妙


八八



九
頁

敬

弔

次
の
方
々
が
御
往
生
な
さ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
三
十
年

七
・
四

愛
知
県
岡
崎
市
昭
和
町
字
川
田

宝
乗
寺
衆
徒

服
部

泰
史

平
成
三
十
一
年

一
・
二
十
五

三
重
県
津
市
河
芸
町
北
黒
田

浄
光
寺
前
住
職

佐
々
木
三
省

贈

中

僧

都

二
・
四

長
崎
県
島
原
市
中
野
町
丙

専
光
寺
前
住
職

蒲
池

稔
彦

贈

中

僧

都

二
・
十
六

三
重
県
亀
山
市
関
町
新
所

誓
正
寺
住
職

松
枝

信
瑞

贈

大

律

師

二
・
二
十
二

三
重
県
津
市
大
里
窪
田
町

西
源
寺
住
職

國
府
谷
盛
徳

贈

権
少
僧
正

三
・
四

三
重
県
鈴
鹿
市
高
岡
町

念
聲
寺
坊
守

坂

深
雪

三
・
十
三

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
橋
本
町

泰
澄
寺
住
職

武
田

公
之

贈

権
大
僧
都

九九



一
〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
〇

一
〇



一
一
頁

第
五
十
五
回

高
田
派
婦
人
連
合
大
会
お
知
ら
せ

六
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
御
影
堂
に

て
高
田
派
婦
人
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

午
前
は
、
式
典
を
行
い
ま
す
。
婦
人
会
に
よ
る
献
花
献

灯
献
香･

少
年
少
女
の
献
花･

法
主
殿
の
お
言
葉･

会
長
御

裏
方
様
の
御
挨
拶･

祖
師
寿
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

午
後
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
・
東
方
学
院
講
師
黒
田
文
子
先

生
の
講
演
「
ご
縁
を
た
い
せ
つ
に
」
と
、
高
田
幼
稚
園
園

児
に
よ
る
合
唱
が
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

本

山

行

事

予

定

（
五
月
・
六
月
）

五
月
六
日
～
八
日

堯
祺
上
人
御
正
当

五
月
二
十
一
日

親
鸞
聖
人
降
誕
会

五
月
二
十
一
日

宗
祖
親
鸞
聖
人
へ
の
讃
歌

声
明
凱
旋
公
演

五
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

第
十
八
世
円
遵
上
人

二
百
年
忌
法
会

五
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

第
二
十
一
世
堯
熙
上
人

百
年
忌
法
会

五
月
三
十
一
日

檀
信
徒
研
修
会

六
月
二
日

高
田
派
婦
人
連
合
大
会

六
月
十
六
日

真
宗
高
田
派
佛
教
保
育
講
座

六
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日

高
田
派
青
年
の
集
い

宗 門 の お 知 ら せ

一
〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
一

一
一



一
二
頁

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
四
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び

納
骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

（
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

お
詫
び
と
訂
正

宗
報
平
三
十
一
年
二
月
号
（
九
百
十
八
号
）

二
十
頁
「
報
恩
講
特
別
展
観
目
録
」

誤

正

㉓

智
上
人
坐
像

㉓

顕
智
上
人
坐
像

謹
ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
致
し
ま
す
。 一

〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
二

一
二



一
三
頁

◇ 呈茶一服 1,000円

※蓮の花びらをモチーフにした銘々皿を記念にお持ち帰り

いただきます。

◇ 呈茶チケットを入口にてお求めください。

（当日販売のみ）

第1席 10:00～

第2席 10:30～

第3席 11:00～ 当日9:30よりチケット販売開始

第4席 11:30～

第5席 12:00～

第6席 12:30～

第7席 13:00～
当日11:30よりチケット販売開始

第8席 13:30～

第9席 14:00～

◇ １席20名まで

※雨天の場合は呈茶会場が変更となります。

お問い合せ 宗務院内 宗旦古流事務局

TEL 059-232-4171 中野・吉田まで

親 鸞 聖 人 降 誕 会

宗旦古流 呈茶席のご案内

場 所 三重県史跡名勝 安楽庵

日 時 令和元年５月２１日(火)

宗 門 の お 知 ら せ

一
〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
三

一
三



一
四
頁

真宗高田派共済会のご案内

真宗教学奨学金

奨励金

上記の申請は毎年３月１日から５月末日までに行ってください。
申請に関する事項及び詳細につきましては共済会担当までお尋ね
下さい。

給付及び申請のお問い合せは、下記の共済会担当まで
お尋ねください。

〒514-0114
三重県津市一身田町2819番地

真宗高田派宗務院内

真宗高田派共済会
電話 059-232-4171
F A X 059-232-1414

真宗高田派の僧侶が、定められた学校に入学したときに、奨励金

を支給します。

・奨励金 ４万円

提出書類：所定の申請書１通、入学証明書又は在学証明書１通

（学生証の写し可、合格通知書は不可）

定められた学校とは、下記に該当する学校及び学科です。

真宗各派の専修学院、私立高田高等学校、大学の真宗学科及び仏

教学科 短期大学の真宗学科及び仏教学科

真宗高田派の寺族で真宗教学に関する研究心旺盛な者に対して、

奨学金を貸与します。

・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名

・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

・ 〃 月額 ８万円 〃

提出書類：所定の申請書１通､在学証明書１通(学生証の写可)

返済に関する事項を熟知下さい。

宗 門 の お 知 ら せ

一
〇
頁

第
三
十
八
回
住
職
補
任
研
修
会
報
告

去
る
二
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
よ
り
二
十
四
日
（
日
）

午
前
中
ま
で
、一
泊
二
日
に
わ
た
り
住
職
補
任
研
修
会
が
、

教
師
二
名
参
加
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

声
明

九
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

法
式
作
法

九
十
分

以

上

第
六
十
八
回

檀
信
徒
研
修
会
ご
案
内

五
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
檀
信
徒

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
、
御
影
堂
で
行
っ
た
後
、
高
田
会
館
に
会
場

を
移
し
、
佐
波
真
教
師
か
ら
「
高
田
の
あ
ゆ
み
」
北
畠
大

道
師
か
ら
「
高
田
の
作
法
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

続
い
て
「
お
か
げ
さ
ま
の
生
活

－
真
宗
の
こ
こ
ろ
－
」

を
テ
ー
マ
に
岡
崎
市
浄
泉
寺
住
職
戸
田
惠
信
師
の
講
演
を

拝
聴
し
ま
す
。

ま
た
午
後
は
分
散
会
に
先
立
っ
て
、
如
来
堂
と
御
影
堂

の
普
段
見
ら
れ
な
い
場
所
を
職
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
四

一
四



一
九
頁

「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。



二
〇
頁

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
発
行

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
ー
四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

発

行

所

宗

務

院

振
替
〇
〇
一
五
〇ｰ

〇ｰ

一
五
一
九
四
番

三
重
県
津
市
一
身
田
町
七
六
五
番
地

印

刷

所

相

和

印

刷

所

電
話
〈
〇
五
九
〉
二
三
二
ー
二
〇
七
〇


